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今
金
町
民
憲
章

(新容の一日をスキーで難しむ父子〕

自
然
の
怠
み
豊
か
に

L
て
い
よ
い
よ
伸

び
ゆ
(
ど
こ
ろ
、
そ
れ
は
わ
た
(
し
た
ち

の
今
金
町
て
T
c

わ
た
(

L
た
ら
町
民
は
祖
先
の

の
こ
し

た
附
拓
精
神
ど
郷
土
愛
ど
を
受
け
つ

5
、

カ
を
合
わ
せ
心
を
ひ
ど
っ
に

L
て
理
想

郷

の
建
設
を
念
願
し
、

4
の
憲
章
を
定
め
ま

す。
民
主
主
義
に
倣

L
生
活
を
合
理
化
し
て

近
代
的
な
町
に
い

F
.
L
ま

L
よ‘
7

健
康
で
動
労
に
は
げ
む
明
る
い
町
に
い

た
し
ま

L
ょ
う

技
能
を
み
が
き
産
業
の
開
発
に
努
め
豊

か
な
町
に

い
た

L
1
Lよ、
7

教
養
を
た
か
め
楽
L
(
生
活
で
き
る
平

和
な
町
に
い
た

L
ま
し
ょ
‘
?

月

世帯と人口

世 帯数 2，865 

人口 I1，69 6 

男 5，699

女 5，997 

引 1231.現在
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総
合
的
・
計
画
的
な

郷
土
の
建
設
を

七

十

年

代

に

即
応
し
た
町
政

町
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
七

0
年
代
の
夜
明
け
と

も
い
う
べ
き
前
新
の
昭
和
四
十

五
年
の
初
春
を
皆
さ
ま
も
と
と
も

に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
年
は

激
動
の
七
十
年
代
を
迎
土
、
国

の
内
外
の
諸
情
勢
極
め
て
緊
進

せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
町
民
の

付
託
に
応
え
時
代
に
即
応
し
た

町
政
の
進
展
に
心
を
新
た
に
し

最
善
町
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
に
お
け
る
農
業
に
つ
い

て
は
、
春
以
来
の
農
家
各
位
の

丹
精
む
な
し
く
天
候
不
願
に
災

い
さ
れ
、
平
年
作
確
保
不
能
と

:
?
i
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，
e
e
v
i
l
:
e
e
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メ会、
ヲ

遺
憾
に
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
ご

苦
労
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

現
在
農
業
を
出

ノ
d

諸
情
勢
は

ま
こ
と
に
き
び

l

政
府
は

農
政
の
抜
本
的
改
革
を
迫
ら
れ

総
合
民
政
の
法
本
政
策
が
実
鈍

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

各
農
家
に
お
か
れ
て
も
農
業

の
現
状
を
正
し
く
認
識
さ
れ
、

自
ら
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化

を
推
進
さ
れ
、
高
度
成
長
経
済

下
の
農
家
経
済
安
定
向
上
に

一

回
の
ご
努
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
本

町
の
気
候
、
土
地
利
用
等
の
自

然
条
件
か
ら
米
作
、
酪
農
の
短

興
を
は
か
り
、
食
糧
基
地
と
し

て
の
使
命
達
成
の
方
針
を
堅
持

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

住

み

よ

い

-zhr作
u
'
R町
d
J

，、仇
ν 金

町

長
安

告戸

義

主住

ま
た
、
住
み
よ
い
豊
か
な
明

る
レ
町
ヴ
く
り
の
た
め
、
継
続

あ
る
い
は
新
規
の
計
画
で
あ
る

国
営
か
ん
ば
い
事
業
、
日
進
共

同
模
範
牧
場
事
業
‘
農
林
業
の

桝
造
改
普
、
緑
化
事
業
等
の
生

産
必
盤
の
整
備
を
始
め
と
し
、

教
育
厄
設
の
整
備
、
社
会
教
育

の
振
興
、
体
育
奨
励
等
に
よ
り

次
第
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
り
、
保
健
衛
生
、
都

市
計
画
、
交
通
安
全
対
策
、
国

保
病
院
事
業
な
ど
の
生
活
環
泣

整
備
事
業
を
促
進
さ
せ
、
さ
ら

に
観
光
資
源
の
開
発
、
近
隣
町

村
と
の
交
流
路
線
の
開
発
等
、

新
規
産
業
の
開
発
を
主
題
目
標

と
し
て
こ
の
計
画
実
施
に
は
本

町
経
済
の
実
態
に
調
和
し
た
財

政
の
賢
突
な
夢
み
と
相
ま
っ
て

全
力
会
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。総

会
同
的
、
計
画
的
町
政
の
発

3
0
:
b
3
:
2
'
e
y
-
-
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一一
日
進
共
同
模
範
牧
場

声
を
町
政
に
反
映
き
せ
、
町
民

侃
祉
の
地
進
と
よ
り
胞
か
な
人

間
ら
し
い
近
代
中
活
の
安
宅
の

た
め
、
小
職
以
下
職
員
ほ
自
治

判
押
に
芯
づ
き
そ
の
貨
任
の
重

大
き
を
自
立
し
、
任
務
の
遂
行

に
由
気
そ
も
っ
て
総
刀
を
結
集

し
事
に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
こ
こ
に
押
さ
ま
の
ご
指
導
ご

ベ
ん
た
つ
を
お
願
い
し
、
あ
わ

せ
て
各
位
の
ご
他
肢
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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年
頭
に
あ
た
っ
て

昭
和
四
十
五
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
議
会
を
代
表
し
謹
ん
で

新
年
の
こ
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
年
が
真
に
本
町
産
業
経

済
の
発
展
と
町
民
視
祉
の
向
上

の
年
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
念

願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

昨
年
口
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
に
お
い
て
生
産
者

各
位
の
ご
努
力
に
も
か
か
わ
ら

f
、
春
以
来
の
天
候
不
悶
に
見

い
さ
れ
平
年
作
を
確
保
で
き
な

か
っ
た
こ
と
戊
ま
こ
と
に
残
土

'
e
o
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四
十
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

一、一一一一
ま年会「た
す度で日め酪
。か民進、段
ら協地附縦
、が区和蛍

三 経 共 四 の
カ雷同十近
年含模三代
計担範年化
闘『牧度と
です場か古J
牧る事ら例
場 こ 業関生
のと ~:i'I' .在
住 に は が 性
殺 決 一 進 の
をま月め日
スり卜ら度
夕、日れイt
l四のてを
ト十町い 図
し五議たる

‘、一、-，目、一

酪
問
屋
伸
び
な
や
み

の

解

消

を

定地〕

本
町
は
股
撲
を
背
景
に
地
域

社
会
を
形
成
し
て
お
り
、
水
固

と
酪
践
が
二
大
支
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

水
田
は
、
現
在
国
営
高
儲
か

ん
ば
い
事
業
に
よ
り
着
々
と
基

提
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
酪
設
は
、
近
代
化
計
画
に

基
づ
き
年
次
計
画
で
推
進
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
乳
価
、
飼
料

基
樵
育
成
牛
飼
育
の
負
担
過
重

な
ど
の
踏
問
題
で
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す
。
ど
の
た
め
町
で
は
、

こ
の
対
策
を
す
み
や
か
に
解
決

し
よ
う
と
、
四
十
二
年
度
に
日

進
地
区
共
同
利
用
牧
場
設
置
を

計
商
し
陳
情
を
重
ね
て
い
ま
し

た。
幸
い

と
の
計
画
は
、
四
十
三

年
五
月
に
承
認
さ
れ
、
函
館
開

発
建
設
部
が
千
四
百
万
円
で
開

子設建場(牧

誌
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
地
形

水
利
と
も
牧
場
に
最
適
と
の
タ

イ
コ
判
が
押
さ
れ
、
四
十
四
年

度
か
ら
建
設
事
業
そ
着
工
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

育
成
牧
場
の
建
設
は
、
開
発

局
が
阿
食
設
計
し
、
農
地
開
発

機
械
公
団
が
牧
制
民
仕
上
げ
ま

す。
五
百
頭
を
育
成

計
画
に
よ
る
と
、
三
百
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
(
う
ち
ご
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
草
地
を
造
成
)
に
畜

舎
ニ
航
、
サ
イ
ロ
六
基
、
尿
澗

四
誌
、
此
民蝿田
M
E
m
-
棟
、
mM
視

品
目
十
二
勝
、
乾
燥
慣
場
二
棟
な

ど
を
建
設
し
、

施
設
能
力
主
、

優
良
基
礎
ひ
ん
牛
百
五
十
頭
、

同
年
育
成
牛
百
五
十
頭
、
夏
期

育
成
牛
二
百
頭
の
合
計
五
百
頭

の
育
成
が
可
能
。
こ
れ
に
対
す

る
総
事
業
問
は
二
億
九
千
万
円

が
見
込
ま
れ
、
こ
の
う
ち
固
が

五
十
五

U

声
、
道
二
十
ご
・
五
%

で
残
り
約
六
千
五
百
万
円
を
地

元
(
段
協
)
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
営
に
対
し
て
町
で
は

八
年
間
で
二
千
七
百
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
、
土
地
の
取

得
に
つ
い
て
・も
三
百
万
円
の
桟

額
を
町
が
負
側
、
用
地
内
の
町

有
地
は
鯉
償
譲
渡
し
ま
す
。

搾
現
牛
の
増
産
と

品

種

改

良

完
成
す
る
と
本
町
の
酪
雌
は

抑
乳
牛
の
閉
館
、
品
稲
改
良
な

ど
飛
践
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ

米
作
と
ー
と
も
に
農
家
経
済
の
安

定
が
図
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
美
瑛
町
と
訓

子
府
町
に

つ
づ
き
三
番
目
と
な

れ
ま中
，
。

今金町議会議長

我井
hム一、
メ仁曽

策
に
つ
き
ま
し
て
は
町
理
事
者

段
委
、
農
協
が
一
体
と
な
っ
て

努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

生
産
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
本

年
の
宮
島
計
副
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
ど
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

な
お
、
農
政
問
題
は
園
内
、

外
の
諸
情
勢
よ
り
し
て
、
今
後

き
び
し
い

4
の
が
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
現
在
な
お
回
り
総
合

農
政
の
具
体
策
を
見
極
め
得
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
.
皆
さ

ま
と
と
も
に
本
町
町
将
来
性
を

-
B
h
t
l
 

警告患主音 農業センサスに協力を 器2士ニ
料安業ベの 丹、 援 と 7 月
を定に‘良 七しの一
作を従農林 - 2月1日現在で実施ー ン「畠日
成は事業業 サ一家現
すかす生の λ 九お在
るる壬産実 す的わにか各機 ftづ 約す済サ 札」七ょせ
もた人の態調 。なれーけ国間食き』る統スこまが 011 、

のめび向を究 開る回てにが制面に国討はのす 行年林生
での止 上 正は 査世行十呼世股辰也際に 「セ。 な世軍国
す 基 の と L 、 で界な年び界業連と条関経ソ わ非をの

L
、
本
町
の
特
殊
性
を
理
解
せ

し
め
主
張
す
べ
き
は
強
く
主
張

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

き
て
、
地
方
行
財
政
の
現
状

を
み
ま
す
と
、
地
方
自
治
の
制

度
は
漸
次
改
善
を
み
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
従
来
の
自
治
行
政
の

み
な
ら
ず
社
会
的
勢
の
急
激
な

韮
叫
に
伴
っ
て
広
域
行
政
、
過

出同
町
鍛
ま
た
は
交
通
安
全
対
策

な
ど
の
新
た
な
需
要
が
別
大
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
出
施
策
の
銑
進
と
財
源

付
与
に
つ
い
て
地
方
式
団
体
を

通
じ
て
政
府
に
対
し
強
く
要
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

本
町
の
懸
案
事
項
と
し
て
は

、
長
車
線
の
国
道
界
怜
問
、
白
石

・
鈴
関
線
の
近
々
野
格
、
三
町

共
同
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
、

町
選
の
整
備
推
進
な
ど
遂
次
具

体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今

金
小
学
校
の
改
築
工
事
、
豊
田

橋
の
掛
替
え
工
事
等
継
続
事
業

の
雄
進
と
、
さ
ら
に
は
山
村
振

興
法
に
よ
る
特
別
開
発
事
業
。

実
施
、
日
進
地
区
共
同
利
用
模

範
牧
掛
述
股
計
画
の
推
進
並
び

に
庖
か
い
処
理
施
般
の
喫
現
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

わ
た
し
ど
も
は
住
民
の
意

思
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
常

に
世
論
の
現
状
を
把
揮
し
、
尚

代
に
即
応
し
た
総
合
的
な
住
民

意
思
の
町
政
反
映
に
努
力
を
重

ね
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
一

周
の
ご
責
援
を
お
願
い
す
る
し

だ
ρ

で
b
o
t
f
a

み
な
さ
ん
周
知
由
よ
う
に
わ

が
国
の
農
林
擦
は
、
末
の
過
剰

問
題
を
は
じ
め
農
林
業
の
構
造

改
替
の
諮
問
題
、
貿
易
の
自
由

化
の
問
題
お
よ
び
地
成
農
業
の

振
興
等
幾
多
の
困
難
な
問
題
が

農
政
の
柑
途
に
山
積
し
て
い
る

現
状
で
す
。
こ
う
し
九
多
く
の

問
閣
を
か
か
え
て
農
政
を
推
進

す
る
に
あ
た
っ
て
、
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
を
突
出
す
る
こ
と

は
今
後
の
政
林
行
政
の
舵
進
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
?
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

近
く
五
十
二
人
の
調
査
員
が

耕
地
十
ア
ー
ル
以
上
の
家
お
よ

び
過
去
一
年
間
に
農
産
物
の
販

売
価
格
が
五
万
円
以
上
の
家
を

訪
問
し
て
制
査
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
〈
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
貨
は
統
計
法

に
基
づ
く
指
定
統
計
で
、
個
人

の
秘
密
は
法
律
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

【

J

J
・
-
;
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

j
i
l
il
i
-
-
-
1
2
1
j

一

昨
年
十
月
か
ら
斤
な
わ
れ
ま
宇
を
通
じ
、
身
障
者
、
小
児

院

一

日

も
早
く
社
会
に
復
帰
、
厚

一

一
し
た
共
同
募
金
と
歳
未
た
す
け
な
ど
の
書
施
設
、
ま
た
歳
未
た

刊

す

る

こ

と

と

思

い

ま
す
。

一
あ
い
運
動
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
「
す
け
あ
い
は
町
内
の
生
活

附

窮

マ

共

同

募

金

一

一
の
格
別
な
協
力
が
突
を
結
び
、
者
、
長
期
入
院
者
に
贈
ら
れ
ま

一
七

O
、
五

O
O円
一

円
次
の
よ
う
な
成
績
に
な
り
ま
し
し
た
。

マ
歳
末
た
す
け
あ
い

山
た

。

こ

れ

ら

の

募

金

に

よ

っ

て

、

両

-
二
七
‘
五
六
O
門

『

一

共
同
募
金
は

、

道

協

同

非

金

社

会

的

に

思

ま

れ

な

い

方

々

が

…
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町
消
防
団
恒

例
の
出
ぞ
め
式

は
、
五
日
英
利

河
、
六
日
花
石

七
日
樋
川
、
八

日
今
金
の
各
分

団
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

今
金
分
団
で

は
、
消
防
車
を

先
頭
に
町
内
を

練
り
歩
き
、
制

服
に
身
を
か
た

め
た
団
員
が
終

始
き
び
き
び
し

た
態
度
で
ハ
シ
ゴ
の
ぼ
り
に
窓

気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
披
路
、
火

見
ゼ
ロ
を
願
う
町
民
の
信
頼
に

応
え
る
に
充
分
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

な
お
、
各
分
司
ご
と
の
出
ぞ

め
式
の
席
上
で
合

吾

氏が、一永

年
勤
続
に
よ
り
北

f
u知
事
か

ら
、
ま
た
火
見
予
防
に
貢
献
の

あ
っ
た
今
金
、
種
川
、
花
石
、

美
利
河
の
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

に
道
消
防
協
会
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

マ
二
十
年
以
上

猪
股
滑
五
郎
、
山
石
長
司
、
加 今金八幡宮前でのハシゴのぼり

藤
保
、
橘
京
二
〔
種
川
)

V

十
年
以
上

小
田
島
武
太
郎
〈
今
金
)
遠
藤

英
太
郎
、
安
連
安
(
花
右
)

妊

産

婦
、
乳
幼
児
に

栄

養

食

を

支

給

町
で
は
母
子
保
健
指
導

m-

環
と
し
て
、
次
に
骸
当
す
る
世

帯
の
妊
産
婦
、
乳
幼
児
を
対
象

に
栄
養
金
品
F
M
ミ
ル
ク
(
一

日
当
り
牛
乳
一
本
分
〉
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
妊
婦
六
カ
月

産
婦
三
カ
月
、
乳
幼
児
生
後
四

カ
月
以
後
九
カ
月
間
の
計
十
八

カ
月
で
す
。

役
場
町
民
課
で
取
り
扱
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
申
し

出
く
だ
さ
い
。

マ
支
給
対
象
世
帯

一
、
生
活
保
護
世
帯

二
、
町
民
税
非
課
税
の
世
帯

三、

町
民
税
均
等
割
以
下
町
世

4
白

H

品回
、
未
熟
児
で
あ
る
旨
医
師
ま

た
は
保
健
所
長
の
証
明
が
晶

る
も
の
。

運
転
免
許
証
更
新

講
習
会
を
開
催

運
転
免
許
紅
を
新
す
る
際
犯

に
受
け
る
紙
習
会
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
講
習
は
、
運
ぶ
免
許
証

の
斑
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

に
対
し
て
、
改
正
道
路
交
通
法

士
中
心
と
し
、
安
全
運
転
に
関

す
る
知
識
、
技
術
主
講
習
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き
二
月
十
日
及
び
二
十

四
日
各
午
後
一
時

マ
と
こ
ろ
北
桧
山
公
民
館

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

「
刊
同
月
分
〉

画
幽
生
+
八
名

伊
藤
江
梨
子
(
文
一
・
金
原
〉

吉
田
哲
也
門
健
一
・
南
町
〉

厳
井
宏
次
〔
茂
・
東
雲
町
〉

笹
蘇
賊
(
留
太
郎
・
盛
岡
)

栗
谷
吉
祐
(
吉
一
・
関
連
町
)

印
鑑
証
明
と
は
、
印

=
影
が
か
ね
て
居
け
出
て

明

あ
る
印
鑑
と
同

一
で
あ

t

-と
の
証
明
を
い
r
o
w

--
一

ま
す
c

』
の
印
種
証
明

書

書
は
各
種
契
約
棋
の
作

印

成
av
不
動
産
晋
記
申
防

=

な
ど
に
利
明
さ
れ
、
島

¥
1
/

買
に
社
会

.
a
-
M
/

生
活
円
上

ロ

噌

句

/

で

重

要

な

俸
苅
一
役
割
五

，

p

¥

た
し
て
い

伊
藤
健
次

太

郎

・
美
利
河

南
川
さ
お
炉

r
畳
・

豊
田
〉

天
持
久
美
子
〈
清
・
縁
町
)

今
野
幸
子
(
忠
・
住
吉
)

川
合
栄
子
〈
義
夫
・
末
広
町
〉

守
谷
直
美
(
幸
雄
・
八
幡
町
〉

米
回
初
一
〈
良
朗
・
末
広
町
〉

揚
元
清
美
〈
消
勝
・
神
丘
〉

青
木
栄
子
〈
隆
・
新
盤
町
)

菅
又
五
美
(
和
久
・
種
川
〉

山
崎
英
人
(
信
一
・
南
町
)

山
本
匡
礼
〈
増
美
・
種
川
)

渡
部
情
美
〈
佑
治
・
大
和
町
)

閣
官
掴
姻
+
六
組

原
義
正
H
斎
藤
洋
子
(
御
彫
)

天
井
幸
雄
H

土
国
勢
津
子
(
開

運
町
〉
鈴
木
'
伊
藤
昇
子
〈

棺
町
〉
村
上
其
之
目
福
司
悦
千

円
昭
和
町
〉
大
木
一

夫
自
臼
井

美
菜
子
(
鈴
金
〕
平
尾
俊
彦
H

d
y
 f

 

ま
す
。
印
鑑
畳
録
の
事
諦
且

び
誌
研
憎
慣
の
査
付
申
結
え

は、

肱
則
、
と

L
て
本
人
が
役
場
に
一円

き
・h
わ
手
俳
き
を
し
な
パ
れ
4

な
り
ま
せ
A
。
し
か
l
、
本
a
ハ

が
ど
う
し
て
も
役
場
に
行
叶
な

v
場
合
位
、
本
人
が
自
署
し
た

努
任
状
(
=
十
円
収
入
印
紙
貼

付
)
を
代
理
人
に
託
す

日
と
が

E
き
ま
す
。
ご
れ
一在
日
付
ゅ
は
、

代
理
人
と
な
る
人
が
代
人
の
茸

干
、
翻
兄
弟
な
ど
身
内
の
者
mu↑

場
合
で
も
必
要
で
す
.

三和

柏
田
勝
子
〈
種
川
)
水
野
勲
E

和
田
喜
久
江
(
金
原
)
国
側
利

叫
川
ポ
#
邦
子
〈
八
束
)
山
森

曲耳
目
金
沢
、
、
ョ
〈
班
回
〉
黒
沢

克
彦
H
新
保
京
子
(
東
町
〉
須

田
英
雄
"
宮
下
美
代
子
ハ
金
原

)
千
葉
喜
太
郎
H

山
崎
ヨ
シ
子

門
稲
槌
〉
石
井
絃
H
松
川
真
希

子
(
大
和
町
)
山
寺
利
男
，
山

崎
野
恵
子
〈
日
進
)
菅
文
光
男

E
千
葉
恵
美
子
(
末
広
町
〉
本

田
市
勝

a斎
藤
貞
子
(
寒
昇
〉

園
死
亡
八
名

成
田
寧

-n(曙
町
〉
今
野
た

み

η
(末
広
町
)
石
海
な
つ
河

(
大
和
町
)
白
岩
賢
一

i

(
神

丘
〉
長
谷
川
久
太
刊
は
〈
日
進
〉

島
村
ふ
さ
引
ハ
八
幡
町
〉
山
崎

佐
市
川
明
〈
旭
町
)
石
川
ヤ
サ
而

(
陽
町
〉


	名称未設定

